
令和２年度

９月補正予算（第６号）主な補正内容

２．中心市街地リニューアル

３．企業立地促進

４．定期予防接種の拡大

１．新型コロナウイルス関連 緊急支援策（第六弾）
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事業費
合 計

財源内訳

国 県 その他 一般財源

71１,761 92,412 8,959 369,600 240,790

単位：千円

補正予算額（一般会計）

７億１,１７６万円

【参考】予算累計額（一般会計）

１，５３０億７，７４６万円（対前年22.4％増）
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新型コロナウイルスの感染防止と社会経済活動の回復の両立を図るため、
１. 感染防止対策 、 ２. 市民生活支援 、 ３. 地域経済対策の３本の柱を軸に
これまで５度にわたる緊急支援策を実施してきました。

今回の第六弾では、国の二次補正関連事業のほか、地域公共交通（鉄道）
事業者への事業継続支援や、小・中学校における校外活動実施の支援に加え、
新たに第４の柱として 「新しい生活様式」に対応した社会の形成 を追加し、
キャッシュレス決済、ＩＣＴの活用などを市が率先して進めるなど、新型コロナ
ウイルスが共存する環境の中、引き続き感染拡大の防止と社会経済活動の
持続的な両立を目指します。

緊急支援策第六弾 予算額（一般会計）
５事業

第六弾 【８/2５発表】

事業費
合 計

財源内訳

国 県 その他 一般財源

114,352 29,340 ー ー 85,012

単位：千円

新型コロナウイルス関連 緊急支援策 【第六弾】
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時期
支援策 第一弾(3/23) 第二弾(4/9) 第三弾(4/22)

第１の柱
感染防止対策

●保育所等へ不織布マスク・消毒液等の
購入支援、または配布
※小中学校への備蓄マスク
2万枚の配布
(3/27)

●地域でマスクをつくって、
学校応援プロジェクト

●医療機関への特別給付金の給付
●医療資材の提供
●ＰＣＲ検査体制の強化
●母子生活支援施設の感染症対策
に係る改修費用の補助 ほか

第２の柱
市民生活支援

●放課後児童クラブの運営費補助
※保育料の減額(3/4)
※相談専用電話の設置(2/5)
※帰国者・接触者相談センター
の設置(2/7)
※救急車全13台にウイルス活動を
抑制するオゾン発生装置の設置
(3/16以降順次)

※ＩＣＴ教材を活用した学習支援
(4/13以降随時更新)
※本庁1階に市独自の生活相談案内窓
口の設置(4/17)

●特別定額給付金等の早期支給
●市営住宅の入居支援
●内定取消学生等に対する就職支援
●児童生徒の学習支援の強化
●放課後児童クラブの運営費補助
●患者等への相談体制の強化

ほか

第３の柱 地域経済対策

①事業者
緊急支援

●信用保証料補助・利子補給
●ピンチをチャンスにプロジェクト

●福島エールごはんプロジェクト
●旅館業への温泉使用料・
水道料金の減免

●テナント飲食店舗への賃料の補助
●自己所有飲食店舗への補助
●市場使用料等の納付猶予

②地域経済
回復

※印：発表期間前後に実施（決定）したもの

新型コロナウイルス関連 緊急支援策 【第六弾】
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時期
支援策 第四弾(5/21)

第五弾
(6/22)・（7/27） 第六弾(８/2５)

第１の柱
感染防止対策

●第2波を想定した医療体制の

充実

●産後ケア事業を行う施設への

衛生用品等の支援

●ごみ収集事業者への衛生用品

の支援

●ＩＣＴ導入による市内保育施設・幼稚園の
「新しい生活様式」への対応支援

●市有施設の感染防止対策の徹底
●保育施設・幼稚園等の感染防止対策充実
●（子どもたちの学びの保障）
小・中・養護学校の感染防止対策充実

●避難所における感染防止対策の強化

●高齢者入居施設の感染拡大
防止のための改修費用の補助

第２の柱
市民生活支援

●ふくしま市民生活エール

クーポン

●学生の臨時就労機会の創出

●認可外保育施設利用者の支援

●子ども食堂の支援

●情報発信の強化

●妊婦のＰＣＲ検査体制の整備
●妊産婦へのオンライン保健相談会実施
●ひとり親世帯への臨時特別給付金
早期支給
●住居確保給付金の追加
●赤ちゃん応援特別定額給付金の支給
●（子どもたちの学びの保障）
小・中・養護学校の感染防止対策充実（再掲）

●（子どもたちの学びの保障）
校外活動実施の支援

第３の柱 地域経済対策

①事業者緊急
支援

●国給付金対象未満の事業者等

への支援

●公共交通事業者への支援

●市場使用料の減免

●就職活動マッチングの支援

●中心市街地へのテナント進出支援
●信用保証料補助・ 利子補給の追加
●障がい者就労継続支援事業所の事業継続
支援

●地域公共交通（鉄道）事業者
への支援

②地域経済
回復

●新しい生活様式に対応した

ビジネスモデル創出への支援

●イベント開催等を通じた

にぎわいの回復

※県民限定宿泊割引を活用した

誘客（サクランボ狩り助成）（6/15)

●ＧｏＴｏキャンペーンを見据えた
観光プロモーションの強化

●古関裕而記念館の受け入れ態勢強化
※「新しい生活様式」に対応した
文化・スポーツイベントや会議の
会場費用支援（7/2）

第4の柱 「新しい生活様式」に対応した社会の形成 ●窓口キャッシュレス決済の導入
●庁内Ｗｉ-ｆｉ環境整備

新型コロナウイルス関連 緊急支援策 【第六弾】

新
5
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新型コロナウイルス関連 緊急支援策 【第六弾】

第１弾 （３月２３日発表：３月23日議決）
不織布マスク等の購入支援、ピンチをチャンスにプロジェクト、信用保証料補助 など

3億9,600万円
（一般財源 2億１，０00万円）

第２弾 （４月９日発表：予備費充用）
地域でマスクを作って学校応援プロジェクト、旅館業への温泉使用料・水道料金の減免、
福島エールごはんプロジェクト など

1,800万円
（一般財源 1,800万円）

第３弾 （４月２２日発表：4月３０日議決）
医療機関への特別給付金の給付、医療資材の提供、ＰＣＲ検査体制の強化、
特別定額給付金の早期支給、飲食店舗への事業継続支援補助 など

294億6,500万円
（一般財源 5億3,100万円）

第４弾 （５月２２日発表：６月１日議決）
ふくしま市民生活エールクーポン、国給付金対象未満の事業者等への支援、
新しい生活様式に対応したビジネスモデル創出への支援 など

40億500万円
（一般財源 12億3,200万円）

第５弾 （６月２２日発表：６月３０日議決）
ＩＣＴ導入による市内保育施設・幼稚園の「新しい生活様式」への対応支援、
ひとり親世帯への臨時特別給付金の早期支給、中心市街地へのテナント進出支援 など

8億2,700万円
（一般財源 3億8,800万円）

第５弾追加 （７月２７日発表：7月31日議決）
保育施設・幼稚園等の感染防止対策充実、子どもたちの学びの保障：学校の感染防止対策充実、
避難所における感染防止対策の強化 など

5億3,000万円
（一般財源 2億6,100万円）

第６弾 （８月２５日発表）
庁舎窓口キャッシュレス決済の導入、庁内Ｗｉ-ｆｉ環境の整備 など

1億1,400万円
（一般財源 8,500万円）

緊急支援策 累計額 353億5,500万円
（一般財源 27億2,500万円）

これまでの経過
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第１の柱 感染防止対策 ３事業 ２，０００千円

新型コロナウイルス関連 緊急支援策 【第六弾】

第１の柱 感染防止対策 １事業 ２９，３４０千円

（1）高齢者入居施設の感染拡大防止対策にかかる改修費用の補助

事業費：29,340千円

特別養護老人ホームの感染防止対策として、多床室の空間を個室化改修する費用を
補助します。（１床あたり９７８千円×30床）

第３の柱 地域経済対策 １事業 １５，８１２千円

（1）地域公共交通機関（鉄道事業者）への経営費補助 事業費：15,812千円

市民生活の維持と３密を回避するため、平常の運行ダイヤを維持している鉄道事業者
（阿武隈急行（株）、福島交通（株）飯坂線）に対し、運行費用の一部を沿線自治体と協調

して補助します。

第２の柱 市民生活支援 1事業 ５０，０００千円

（1）小中学校の校外活動実施に向けた支援 【市独自】 事業費：50,000千円

修学旅行など校外活動の中止（１週間前までの判断）により発生する旅行代金のキャンセル料
等を市が負担する方針を示すことで、校外活動の実施に向け最大限取り組むとともに、保護者

の負担を軽減します。



（1）キャッシュレス決済の導入 【市独自】 事業費：13,200千円

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点、キャッシュレス社会への対応、市民サービスの
利便性向上にむけ、住民票や税証明書などの手数料について、電子マネーやクレジットカードで
お支払いいただけるようにします。

※事業者の皆様へは緊急支援策第４弾（6月補正予算）にて

新しい生活様式に対応したビジネスモデル創出への支援
【市独自】事業費：53,000千円

（補助率2/3、下限100千円・上限500千円）を予算計上済
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新型コロナウイルス関連 緊急支援策 【第六弾】

第４の柱 「新しい生活様式」に対応した社会の形成
2事業 19,200千円

（２）Ｗｉ-ｆｉ環境の整備 【市独自】 事業費：6,000千円

本庁舎の全てのフロアで公衆無線ＬＡＮ（フリーＷｉ-ｆｉ）サービスを拡充し、本庁舎利用者の
利便性向上を図るとともに、各フロアで会議や面談などがオンラインで実施できる基盤を整備し、
接触機会の削減を図ります。

新

受付期間延長！



9

事業費
合 計

財源内訳

国 県 その他 一般財源

597,409 63,072 8,959 369,600 155,778

単位：千円

その他 補正予算額（一般会計）

５億９，７４１万円



２．中心市街地リニューアル（３事業）

補正額 181,454千円

JR福島駅

②新まちなか広場整備事業

①パセオ通り リニューアル事業

③県庁通りアーケード改修支援
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「誰にでもやさしいまち ふくしま」の実現を目指すバリアフリー推進パッケージの一環と
して、中心市街地のシンボルロード【パセオ通り】のリニューアル工事を実施します。
（令和３年６月末に完成予定）

補正額 145,000千円

２－①．パセオ通り リニューアル

（完成イメージ）
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福島駅周辺エリアのシンボルとなる【新まちなか広場】整備の実施設計を行います。
（令和４年度完成予定）

補正額 27,000千円

２－②．新まちなか広場整備事業

（イメージ模型）
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店舗のリニューアルにより、若者にも注目される商店街となっている県庁通り
商店街のアーケード改修費用を支援します。

補正額 9,454千円

２－③．県庁通りアーケード改修支援

JR福島駅

（完成イメージ）

稲荷神社

新浜公園

大原綜合病院

新設

改修
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高圧ガス工業(株)

トモト電子工業(株)

３．企業立地促進事業

企業立地促進条例による奨励措置の適用を決定した企業に対し、用地取得助成金、
雇用奨励助成金、オフィス等賃借助成金及び転入支援助成金を交付します。

①用地取得助成金 ②オフィス等賃借助成金
（福島おおざそうインター工業団地） 転入支援助成金

③雇用奨励助成金

補正額 141,279千円
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感染力が極めて高く、胃腸炎や下痢や発熱等を発症する感染症「ロタウイルス」に
ついて、定期予防接種の対象に新たに追加し、保護者の自己負担軽減と、重症化
予防を支援します。

１．開始時期：令和２年１０月１日から

２．対 象 者：令和２年８月以降に出生した赤ちゃん

これまで １０月から

４．定期予防接種の拡充

補正額 25,418千円

１回あたりの自己負担
約６，０００円～９，０００円

（市から６，０００円助成）

無 料
（全額公費負担）
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